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Ａ先生の新語コーナー
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「倉石武四郎先生記念基金（倉石賞）」について

　1951年に倉石先生は「日中学院」の前身である「倉石中国語講習会」
を創設し、1972年の日中国交正常化までの21年間、苦難、苦闘の歴史
を歩んできました。その間「中国語を学んで日中友好の架け橋になろ
う！」の旗印をかかげ中国語教育の普及と発展に力をそそぐとともに，
日中友好の架け橋となる人材を多く輩出してきました。しかしながら，
1975年11月、その後の学院の隆盛をみることなく逝去されました。

　倉石先生の没後、ご遺族から寄付金をいただき、その後この基金を
もとに1989年に「倉石武四郎先生記念基金」を設けました、その年の
11月に第１回「倉石賞」授賞式を行い、今年で第20回を迎えるまでに
なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：日中学院

要　　項
■対　　　象	 ◯中国語教育の普及、発展に貢献した個人、団体
　　　　　　　　　（在日本、中国を問いません）
	 	 ◯日中の民間友好交流に尽くした個人、団体
　　　　　　　　　（在日本、中国を問いません）
■募集締切り	 11月30日（水）まで
■発　　　表	 2016年12月中旬
■授　賞　式	 2017年２月（予定）
■授 賞 内 容	 賞状、副賞30万円
■推　薦　書	 学院HPよりダウンロードし、郵便又はメールにて
	 	 お送り下さい。
■問い合わせ	 日中学院03-3814-3591/e-mail：info@rizhong.org

・�「中国図書館図書分類法」翻訳・出
版　近野チウ、毛利シン

・「北京的西瓜」実在の主人公
　五十嵐勝・五十嵐フミ
・�「内山書店」　故内山嘉吉・内山松
藻

・「思源寮」　管野俊作
・多摩中国語講習会　小寺修
・中国語教育史研究　六角恒広
・世田谷日中学院　片岡公正
・全国高等学校中国語教育研究会
・「季刊・中国現代小説」刊行会
・話劇人社
・731部隊展実行委員会
・現代中国映画上映会
・中国語友の会
・日中芸術研究会

過去の受賞者一覧
・中国帰国者の会
・映画「侵略」上映委員会
・日本シャンチー協会
・長谷川良一
・中国山地教育を支援する会
・古屋昭弘
・高野悦子と岩波ホール
・いばらき中国語を学ぶ会と
　井坂孝雄
・日中文化交流協会　白戸吾夫　
・現代中国語講座
・静岡中国語講座
・輿水優
・長谷川清司
・段躍中
・（公財）国際文化フォーラム

　（受賞順）

今年も日本語科短期生が
来日しました！

第20回 「日中学院倉石賞」候補推薦のお願い
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　皆さん、こんにちは。講師の木村興治と申しま
す。今日は本当に中国のことをよく知っている方
ばかりの出席ではないかと思いますが、日中学院
の皆様方からのお招きでやって参りました。日中
友好会館の評議員もさせて頂いている関係もあり
ましてここの一帯には、何度も来ています。

１、国際卓球連盟とは
　現在、世界のスポーツ連盟には、陸上や水泳等
多くのオリンピック種目がありますが、国際卓球
連盟に加盟している協会数は世界一の222です。
オリンピックを主催するIOCは、206です。何故、
卓球はオリンピックの加盟国より多いのでしょう
か。オリンピックの加盟単位は国ですが、卓球は
協会で加盟します。これがユニークなところです。
世界選手権ともなりますと、加盟した協会には参
加する権利があります。ですから、2014年の東京
での世界選手権には、加盟している北朝鮮が出場
しました。警備など、政府との調整や準備が大変
でしたが、当然のごとく受け入れました。またあ
る時は、ユーゴスラビアが内戦状態にあった2010
年、モスクワで世界選手権大会があり、当時のプ
ーチン政権は、コソボ選手の入国を拒否しました。
しかし、国際卓球連盟は、コソボ選手を入れなけ
ればモスクワの開催権を取り上げようと決議をし
ました。最終的にはロシアの外務大臣が大会期間
中のコソボ選手のモスクワ滞在の許可書を発行し、
入国することができました。
　国際卓球連盟というのは、国の加盟ではなく地
域加盟なのです。ですからイギリスも、オリンピ
ックではグレートブリテンという一つなのですが
卓球の場合は、イングランド、ウェールズ等それ
ぞれの地域で加盟しています。これが卓球のユニ
ークなところです。もちろん、これは先程のユー
ゴスラビアの分裂、それからソ連邦の分裂、アフ
リカの新しい国が独立するということもあり、
IOCに加盟する前に卓球協会に加盟します。その
ようなこともあり加盟協会が増えているのです。
これが私の卓球の好きな所でもあります。
　国際卓球連盟は、1926年にケンブリッジ大学の
22歳の学生であった、アイボ・モンタギューによ
って創立されました。モンタギューは初代会長と

なり41年間会長職を務めました。モンタギュー家
は、イングランドの中での有力な貴族のうちの一
つで、彼はその長男であると後からわかりました。
何故、モンタギューが中心になったかというと、
英語の他にフランス語とドイツ語が堪能だったか
らです。チェコ、オーストリア、ドイツ、ハンガ
リー、ルーマニアなど七つの協会で会議をし、組
織を作り、ヨーロッパ選手権を行うことになりま
した。1926年のことです。しかし当時のイギリス
には支配しているインドからの留学生がいました。
彼らを参加させることにより、ヨーロッパではな
く世界になるというアイボ・モンタギューのアイ
ディアで、インドを入れ世界という名前を付けら
れる環境で、第一回世界選手権大会が開かれまし
た。モンタギューは、私の尊敬する方で何度もお
会いしていますが、身長は180センチ以上もあり、
体も大きく、非常にゆったりした方です。社会主
義国家に大変な関心を持っていたことをあとで聞
いて驚きました。1953年、モンタギューは訪中し、
彼の強い勧めにより、中国はその年国際卓球連盟
に加盟しました。国の加盟であったら、当時の状
況を考えると難しかったと思います。当時は中華
民国（台湾）が、国連には加盟していましたが、
卓球協会には加盟していませんでした。中国は中
華人民共和国がChinaとして加盟できるというこ
とを選んだのではないかと私は考えています。そ
して中国は、その年の世界選手権にすぐに参加し
ました。これがモンタギューの凄いところだと思
います。日本は戦前、加盟していましたが、当然
除名されていました。1949年にモンタギューの尽
力により再び国際卓球連盟に加盟しました。その
後、1952年、1954年とそれぞれ世界選手権で世界
を驚嘆させるメダル獲得を成し遂げるわけです。
それを中国は当然のごとく見ていました。日本が
出来て、中国が出来ない訳がないと。

２、1956年東京世界選手権への中国の参加
　1956年に日本では初めて東京で世界選手権大会
が開かれました。当時の日本と中国の交流は、政
治的には全くなく、経済的にも極めて少ない状況
でした。そのため中国人選手団の入国には、困難
を極めました。しかし、1953年頃の周恩来総理に

2016年7月2日　日中学院校友会講演会報告　第1回

ピンポン外交から2020年オリンピックまで
講師：木村興治氏（公益財団法人日本卓球協会　名誉副会長）
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よる中国に取り残された日本兵帰還事業もあり、
中国の卓球選手を入国させなければ、今後の日中
関係に大きな影響を与えるかもしれないとの配慮
もあり、また国際卓球連盟の加盟協会は参加する
権利があるというルールにより、約30人の代表団
を受け入れることが出来ました。当時の中国の卓
球はまだあまり強くはありませんでした。東京大
会で日本は、大きな勝利を収めました。荻村伊智
朗さんが、シングルや団体で優勝し、女子のシン
グルスも優勝しています。中国が最初にChinaと
名乗ったのが、卓球でした。弱ければ世界に対し
て訴える力はないということで、この頃から中国
は卓球の強化に取り組み始めました。日本も中国
も貧しい時代で、十分にスポーツにエネルギーを
つぎ込むような環境でありませんでしたが、卓球
の場合は非常に狭い場所でも出来ますから。

３、1959年ドイツ大会での中国人選手の優勝から
　1959年、ドイツでの世界選手権大会で、中国は
男子シングルスで香港出身の容国団が優勝しまし
た。香港は国際舞台に何度も出ていましたし、日
本とも何度も卓球の交流をしていました。中国は
選手、指導者、監督やコーチも香港から呼寄せて
いました。そういう状況でも中国は中国国内で育
成した選手も参加させていました。後に国際卓球
連盟の会長を務め、現在の中国卓球協会長である
徐寅生です。そして中国は国際卓球連盟の強い要
請に基づき、1961年に北京で世界選手権大会を開
催する決定をこの時しました。中国は、China（中
国）を世界に訴えるため、全国から能力の高い選
手を集め徹底的な訓練をしました。コンクリート
の床の上に置かれた卓球台のもとで。

４、北京での世界選手権
　1961年北京で世界選手権大会が行われました。
私は代表に選ばれました。当時20歳でした。香港
でビザを取り、北京に入りました。私にとって初
めての外国が、香港、そして北京だったわけです。
香港から列車で深圳まで行きました。当時はベト
ナム戦争の最中でしたから、中国深圳で最初に目
についたのは「美国帝国主義打倒」という大きな
看板でした。聞くとアメリカを中国語では美国と
言うとのことでした。最初の印象は中国と言うの
は政治そのものが一般社会に堂々と表現されてい
る社会なのだと感じました。しかし、我々に対す
る歓迎は、広州の人々の心配りが感じられました。
その後広州から飛行機で給油しながら13時間かけ
て北京に入りました。世界選手権大会は工人体育

館のこけら落としとなりました。連日超満員で、
当時日本でもまだテレビは普及していませんでし
たが、会場に入れない多くの人々が、卓球を見る
ために公開の場でテレビで観戦している姿を見た
記憶があります。中国で世界的なイベントを行っ
たのはこの時の卓球が初めてでした。それもあり、
中国要人が連日のように卓球会場に来ていました。
観客からは中国人選手がポイントを取るだけで、
大きな歓声が上がっていました。男子の団体では
中国が日本を破り初優勝を遂げ、世界に衝撃を与
えました。今までずっと日本が勝っていましたか
らね。結局中国は男子団体、男子シングルス、女
子シングルス、三種目で優勝し、日本は女子団体、
男子ダブルス、混合ダブルスで優勝しました。い
かに中国がこの大会を目指して強化してきたかと
いうことで、その力を示す最初の戦いの場になっ
たわけです。その時から今日まで中国の卓球は世
界のトップです。大会最終日、表彰式が七時くら
いから行われました。表彰式後、日本選手団は周
恩来総理から夕食に招かれました。確か北京飯店
だったと思います。日本の選手団は監督以下11名
が招待されました。当時中国側が大使級として処
遇していた西園寺公一さん夫妻も一緒でした。8
時頃に周恩来総理出席のもと食事会が始まりまし
た。周総理は我々若者のことも考えて長くは話し
ませんでしたが、周恩来総理の言葉が今でも忘れ
られません。後でホテルに帰り要約したのですが、
周総理は、「中国の社会制度、人民の生活はまだ
まだ他の国と比べて遅れています。封建社会的な
ものも残っています。纏足という悪い風習も残っ
ています。そういうものにはスポーツが極めて大
切だと私は考えています。これから、スポーツを
盛んにしていきたい。その中で卓球は中国人民に
非常にあっているように思う。日本は先に強くな
ったので、中国は日本に学んでいます。これから、
日本と中国で卓球の交流をするべきだと思います。
これは卓球選手のみならず、卓球を通じて交流す
ることによって、日本の国民も中国の国民もお互
いを知ることになるのではないでしょうか。これ
から是非、協会のリーダーの方に考えてほし
い。」という内容でした。
　まだ国交が全くないこの時代に、周恩来総理が
そのようなお話をされたことで、私は本当に大き
く世界を考える方なのだと、若者の単純な思いで
すが、それを強く強く感じたことを覚えています。
その周恩来総理のお話が今でもとても心に残って
います。（次号へ）
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　今年の北京への短期研修は、本科２年生だけで
なく、別科の方も含めて16名で参加となりました。
私は初めての海外で、何かと慣れないことが多く
その度に沢山の方が助けてくれました。研修先の
中国人民大学では、学生がボランティアで学習の
パートナーとしてついてくれました。初日は彼らと
顔合わせをし、そのまま大学内の案内をしてもら
いました。大学内はとても広く、案内中に自分が
どこを歩いているのかわからなくなるくらいの広さ
でした。パートナーの方たちはとても親切で、私
達のために日本語の勉強をしてくれる方もいまし
た。私は最初、日本人はあまり好かれていないの
ではと不安でしたが、電車の中で私が日本人だと
わかって声を変かけてくれる方も多くて嬉しく感
じました。
　中国の生活に慣れてきた頃に、万里の長城に上
りました。翌日は筋肉痛で動けないほどの長い道
のりで、日差しも強く、景色はいいものの日陰が

ない道をただ歩くのは辛いものでした。ですが、
行けるところまで行けた時の達成感と、壮大な景
色はとても印象深い思い出となりました。他にも
故宮や天安門、茶館などの北京に来たら是非！と
言われるようなところには一通り行くことができま
した。どれも新鮮で楽しい思い出です。
　今回の研修を通して、体験して見なければ分か
らないことが多いことを知りました。日本とは違う
文化で、少し眉をし
かめる様な出来事も
ありました。ですが、
知ることができて視
野が広がり、とても
良かったと思います。
　研修を終えて、よ
り一層中国語を学ぼ
うという意欲が高ま
ったように感じました。

本科２年　高橋明花

　今年の北京は“闷mēn”な日が多い。カラッと晴
れずに、なんとなくじとー、じわーと蒸している。
この“闷mēn”な暑さは疲労を感じやすい。 “晴天 
qíngtiān”は、溶けそうなぐらい暑いので、それも
つらいのだが、いずれにしろ暑い。そんな気候の
中、総勢17名の留学生活が始まった。天安門広場、
故宮は、いつも通りではあるがものすごい人だ。
地方からの旅行者が多い。こんなに天安門や故宮
を見たい人が国内にまだいるのかと思うくらいだ。
広場や故宮に入る前の“安检 ānjiǎn”（セキュリテ
ィーチェック）が厳しいと同時に、“掉头 diàotóu”
（Ｕターン）できないところが多くて、いったん
流れを外れると大回りして戻る羽目になる。人民
大学の日本語専攻の学生が随行してくれたが、
「なぜ中国には“安检”があって、日本にはないの
か」について意見を書くのが夏休みの課題だそう
だ。我々の結論は「中国は人が多すぎる」となっ
た。この学生を含め、今年は20名もの人民大学の

学生が“志愿者zhìyuànzhě”として“语伴yǔbàn”（言
語学習のパートナー）になってくれた。日本語専
攻の学生が多いが、なかにはロシア語専攻、芸術
専攻、情報処理専攻などもいる。が、ほぼ全員片
言でも日本語ができ、“我喜欢日本的动漫
dòngmàn。”と言う。アニメから日本語を学んで
いて、とにかく詳しい。さまざまな日本語のアニ
メ言葉が飛び出すのだが、その辺は疎いのでさっ
ぱりわからない。日中双方の若者たちはそれでど
んどん話が進んでいる。アニメ恐るべしだ。一人
の芸術専攻の学生はアニメを学びに日本に留学し
たいそうで、面白い言葉をいくつか教えてくれた。
例えば“工口 gōngkǒu”“修罗场 xiūluóchǎng”など。
今文字をご覧の皆さんにはなんだか察しがつくと
思うが、発音のみでは難しい。前者は「エロ」の
カタカナを漢字に見立てている。後者は日本語を
そのまま中国の発音にして、意味もそのまま使用
している。このようにして多くの日本語がアニメ

高木美鳥（本科２年担任講師）
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を通じて中国に輸入されている。また、彼にはア
ニメに登場する日本人の生活が本当なのかどうか
知りたいと言われた。例えば小学校で学校対抗の
スポーツの試合があるのかとか…こういう形で日
本人の生活を理解しているのだなと感慨深かった。
　日中似たもの探しをしているわけではないのだ
が、日本とかわらないもの、日本的なものを見か
けることが多くなった。とくにこちらの注目度も
高いせいか、食べ物に気になるものが多い。毎年
必ず行くパン屋では“小鸡仔 xiǎojīzǎi”という「名
菓　ひよこ」に似せたお菓子や“咖喱牛肉 gālí 
niúròu”というカレーパン、“半熟芝士 bànshú 
zhīshì”（半生チーズケーキ）“葡萄奶酥pútao 
nǎisū”（レーズンウィッチ）、さらには日本語で
「北海道のテクニック」と大きく宣伝している“北
海道蛋糕běihǎidào dàngāo” というロールケーキ
のようなものも新製品として売り出し中だ。流行
りは“爆米花 bàomǐhuā”（ポップコーン）。キャラ
メル味“焦糖奶油味 jiāotáng nǎiyóuwèi”は普通だ
が、海苔味“海苔味 hǎitáiwèi”もある。
　さらには、カレーが増えた。すでにCoCo壱が
進出しているが、先のカレーパンや、“肯德基
kěndéjī”は“日式咖喱鸡贩rìshì gālíjīfàn”（日本式カ
レーチキンごはん）などいろいろある。増えたと
言えばカフェも多い。大学の周りだからかもしれ
ないが“咖啡”の文字をそこかしこに見かける。
増えたものでは、“外卖 wàimài”（ケータリング）
のバイク。人民大学構内にもたくさんやって来る
し、路上、車の波をすり抜けて走る姿がとにかく
多い。
　２、３年くらい前から言われる外資の“本土化 
běntǔhuà”作戦。近くのセブンイレブンには“凉皮
liángpí”“青椒土豆丝 qīngjiāo tǔdòusī”などのお弁
当があり、現地に適した品揃えが面白い。また１
年に１度７月11日を“感恩日 gǎn’ēnrì”と称して、
88元の“福袋 fúdài”を売っていた。中身は211元相
当の进口货 jìnkǒuhuò”、“畅销货 chàngxiāohuò”だ
そうだ。予約をとる店員の熱心さに負け、また
「限定」に弱い私は思わず１つ買ってみた（写真）。
日本にはないサービスなので物は試しである。
　１年に１度、しかも同時期の訪問において、人
民大学周辺には特に大きな変化というのはない。
が、小さい変化はいっぱいある。毎日過ごしてい

ると気が付かない、或いは慣れてしまうその変化
に、まる一年ぶりの訪問者は敏感だ。初めての訪
問者はもちろん自国との違いにさまざまな驚きが
あろうが、リピーターは以前どおりではないこと
によくも悪くも戸惑いを感じる。中国だけでなく、
日本もそうなのだろうか？私のように、１年に1
度日本を訪れる他国の人が眼にする日本は、東京
は、「あ、変わった」と思われる要素がいっぱい
あるのだろうか。今年、やはり物は試しで行って
みた美容院の美容師が「日々変化し、進歩する。
変化が遅ければ、他人に付け入られる。だから早
く変わるんだ。」と言ったが、留学生説明会で紹
介した例年の情報がちょくちょく裏切られる中、
そんなことを考えていた。

中国残留孤児問題フォーラムのお知らせ
日　　時：2016年10月２日（日）
入 場 料：1,000円（午前・午後共通）
午前の部：映画「望郷の鐘」上映10：00開演
残留孤児の父と言われた山本慈昭。みずか
らも満州で過酷な体験をしながら、生涯を
残留孤児たちの肉親さがしにささげ、献身
的な愛でささえた。その山本慈昭の生涯を
生い立ちからたどった感動の物語。

午後の部：シンポジウム　13：00開始
テ ー マ：敵国のこどもを育てた中国人養父母
場　　所：江戸東京博物館大ホール

チケットは事務局にて取り扱い中です。
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●《中文小书架·汉语分级读物》シリーズ
※ピンイン・映像（音声）ディスクあり
●《学汉语分级读物》第１级～第３级　シリーズ
※音声ディスクなし・ピンインは一部のみ
両シリーズともに北京語言大学出版社発行

　この度図書室で
は北京語言文化大
学出版社発行のピ
ンイン・音声ディ
スク付きの読み物
テキスト本《中文

小书架·学汉语分

级读物》シリーズを多数配架いたしました。この読
み物テキスト本は、初級、中級等のレベル別に分か
れており、個人の学習程度に合った読み物を選ぶこ
とができます。内容も中国の民間伝説や神話、西遊
記などの古典物語など、中国の文化を理解しながら
易しい言葉でわかりやすく読みこなすことができま
す。また付属のディスクは本そのままの本文・イラ
スト画映像が出ます。本を開かなくても本文を目で

追いながら音声を聴くことができます。
　また、同じ北京語言文化大学出版の《学汉语分级

读物》シリーズは、音声CDはなし、ピンインは一
部しかつきませんが、こちらも『三国演義』や『紅
楼夢』などの古典文学作品や『白蛇伝』や『月下老
人』などの民間故事を中国語学習者が読みやすいよ
うに書き下ろされています。こちらは第１級（500
漢字）第２級（800漢字）等使用漢字数によりレベ
ルが分かれています。両シリーズとも数多く取り揃
えていますので、どのような本なのか、ぜひ図書室
までチェックしにいらしてください。図書室は２階
一番奥です。皆様のご利用お待ちしています。

☆ 新着図書 ☆
●《在日本・岛国88元素》毛丹青主编　华东理工
大学出版社 ●《知日　第35期 现代霓虹艺术力》 中
信出版社 ●《日本第一》 [美]傅高义 著 谷英,张柯,
等译 上海译文出版社 ※エズラ・F・ヴォ―ゲル著
『ジャパン・アズ・ナンバーワン』中国語訳本

☆ 寄 贈 ☆
下記の方々より寄贈がありました。御礼申し上げます。
●（公財）日中友好会館　顧問　村上立躬様（著者）
より『日中友好会館の歩み』
●三潴正道様（監訳者）より
『必読！今、中国が面白い。Vol.10』

図書室
だよ
り


